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【咽喉頭異常感症の取り扱い】 
咽喉頭異常感症の問診と検査

林 達哉



の」とされる1)．表12)に代表的な訴えを示すが’

このような訴えで来院し訴えと矛盾しない疾患

(図，)が発見されれば，定義上は咽喉頭異常感症

から外れる．しかし，診断した疾患が本当に患者

の訴えを引き起こす原因であることを特定するこ

とは現実には難しい．例えば，症状を訴えた患者

の甲状腺内にエコー上腫痛を発見したとして，本

当にその腫痛が症状の原因になっているという保

証は何もない．腫痛の大きさにもよるが，通常の

甲状腺腫は無症状であることは皆よく知ってい

る．真の原因はもっと別のところに隠れているか

もしれない．事態を更に複雑にしている要因とし

て，咽喉頭異常感症には程度の差こそあれ精神的

要因の関与がある点である3)(図２)．この事実を

よく理解し，心身両面からアプローチすることが

求められる疾患と言える．
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|Abstractl咽喉頭異常感を訴える患者を前にした時,異常感を引き起こす可能性のある原因
疾患を特定することは勿論，患者の苦痛そのものを軽減させる事が求められる．所見がない場合

にはより注意を払わないと，ドクターショッピングに走る新たな患者を生み出すことになりかね

ない．初診時の問診や検査は診断を確定するためのツールとしてばかりでなく良好な医師-患者

関係を築くことを通して患者の症状を軽減させる治療の手段としても重要な役割を果たす．具体

的な方法として，医学教育で取り上げられている医療面接のテクニックを応用した咽喉頭異常感

に対する問診および基本的な検査の仕方を紹介する．

咽喉頭異常感症とは

IKeywordsl咽喉頭異常感(lumpinthethroatfeeling)，問診(historytaking)，医療面接(medi‐

calinterview)，医師-患者関係(doctor-patientrelationship)，内視鏡検査(flexibleendoscopyfor

pharynxandlarynx）

咽喉頭異常感症の定義は「‘患者が咽喉頭に異常

感を訴えるが，通常の耳鼻咽喉科的視診によって

は，訴えに見合うような器質的病変を認めないも

患者のニーズと医師の役割
１

咽喉頭異常感を訴える患者を前にした時，耳鼻

咽喉頭異常感は耳鼻咽喉科の日常診療の場面に

おいて非常に多く出会う症状であり，一日外来診

療を行うと数人の患者を診ることも稀ではない．

診察の結果，重大な疾患が否定された場合，忙し

さにかまけてつい「何もないですよ．気のせい

じゃないですか」などとやり過ごしてはいないだ

ろうか．医師の心ない一言でドクターショッピン

グを繰り返す患者が多い疾患でもある．問診や基

本的な検査は疾患を特定するためのシールとして

ばかりでなく，良好な医師-患者関係を築くこと

を通して患者の症状を軽減させる治療の手段とし

ても重要な役割を果たす．
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